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参考１：諸外国における新たなネットワークに関する議
論状況

1-1. ドイツ
1-2. イギリス
1-3. 米国
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（出典）BMWi, dena

時期 タイトル 概要 実施主体

2016年9月
Discussion paper -
Electricity 2030 – “Long-
term trends – tasks for 
the coming years”

• 電力システム変革に対する今後の包括的取組方針について、議論のインプッ
トとなるもの。

• これらのインプットに対し、各利害関係者間での議論やパブコメの募集が行わ
れた。

• BMWi

2017年5月
Concluding paper -
Electricity 2030 – “Long-
term trends – tasks for 
the coming years”

• 前記DPに関する議論やパブコメを踏まえ、これからの電力
システム変革に対する今後の包括的取組方針に係る論点を整理。

• 欧州大の視点の必要性や分散化の進展がもたらす送配電アセットの縮小、
EV・ブロックチェーンにも言及している。

2017年3月 15 Thesen für eine 
digitale Energiewelt

• デジタル化が電力エネルギー産業界にもたらす影響等について、考慮すべき15
の論点をとりまとめたもの。

• 中央集権型市場の開放、国際規格策定の重要性、エネルギー業界を起点と
したGAFAに続くプレーヤーの出現可能性などについて触れている。

• dena※2

• BMWi

2016年7月
the Act on the 
Digitisation of the Energy 
Transition

• 主にスマートメーターの導入の普及を図ることを目的とした法律を施行。
• 電力システムのデジタル化の足掛かりとなるもの。スマメ導入により検針業務削
除、電気料金メニューの充実を謳っている。

• 連邦政府、BMWi

2015年11月
Charging Infrastructure for 
Electric Vehicles in Germany 
– Charging Infrastructure 
and Power Grid Integration

• 主にEV側の観点から、EV普及のために必要なインフラ整備についてWGで議
論された結果を取りまとめた。

• EVの需要は大規模で制御が難しいが、需要によるグリッドの需給バランスへの
影響を抑制する必要がある、と述べている。

• NPE ※1 (German 
National Platform 
for Electric 
Mobility)

※1 German National Platform for Electric Mobility: 連邦政府のEV導入に関する諮問委員会。技術的に分類された6つのWGに分かれ、必要な政策等について検討を行う。
※2 dena: ドイツエネルギー機構。エネルギーシステム関連の調査研究等を行うシンクタンク。自立経営が求められているが、出資の半数はBMWi等の連邦政府系が占める（2008年時点）。

 ドイツにおける新たなネットワークに係る議論状況において注目すべきものは、2017年3月に実施された「デ
ジタルエネルギー変革における15の仮説」であり、分散化がもたらすセキュリティ強化の重要性と顧
客データに関して配電事業者が保有・管理すべきデータの在り方に係る議論がなされている。

1-1.ドイツ ～1/2

次頁に詳細を記載
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※ CPUC(California Public Utilities Commission):カリフォルニア州公益事業委員会。電気・ガス・水道等の事業の規制を所掌する。
【補足】米国の新たなネットワークの在り方に係る方針または方向性について、連邦政府レベルで定義または整理されているものは現時点で見受けられなかった。
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1-3. 米国

（出典）DOE,EAC,CAISO,CPUCの公開情報に基づきPwC作成

時期 タイトル 概要 実施主体

2015年11月
Grid Modernization
Initiative-Multi-Year 
Program Plan-

• 老朽化が進む電力グリッドを、レジリエンス、信頼性、セキュリティ、電力価格の低減、
フレキシビリティ、サステナビリティの6つの視点から現代化を進めるための複数年プロ
グラムを公表。

• DOE

2018年6月
Enhancing Grid Resilience 
with Integrated Storage 
from Electric Vehicles

• EVをグリッドに統合することで、分散型電源として機能させることでグリッドの強靭性
向上を説いた提言。

• EVの系統接続について、グリッドの信頼性等について言及。
• EAC

2017年3月
Challenges and 
Opportunities of Grid 
Modernization and Electric 
Transportation

• グリッド資産の一部としてEVを活用するにあたり、グリッドコスト削減の可能性、EVに
よる調整電源としての役割、EVの使用状況を含めたビックデータの活用、グリッドの
安定性向上について議論されている。

• DOE

2018年7月
Energy Storage and 
Distributed
Energy Resources Phase 3

• 次世代のグリッドで重要性が高まっている分散型電源と蓄電池の組み合せの導入
を推進するにあたって、議論の結果を報告。 • CAISO

2018年7月
Small Business Innovation 
Research (SBIR) and Small 
Business Technology 
Transfer (STTR) Programs

• Grid7 LLCが、DOEによるブロックチェーンを活用することで、グリッドのセキュリティー
向上、およびグリッドの末端での電力取引を実現。

• “e-Blockchain”という安全なエネルギー取引と制御のための拡張性のあるプラット
フォームの実現可能性を研究。

• DOE
• Grid7 LLC

2018年2月
California Smart Grid
Annual Report to the 
Governor and the 
Legislature

• カリフォルニアにおけるグリッドの現代化をテーマとして、スマートグリッドの普及に向けた
取り組みを報告。

• 再生可能エネルギーと蓄電池を組み合せることで、電力供給安定性の向上や、EV
を系統に接続することで調整力として活用することの可能性を報告。

• CPUC

 米国における新たなネットワークに係る議論においても、ブロックチェーンやEVといった新しい技術の
進展に関連して、電力グリッドへの影響等について議論されている。

 さらに個別の地域レベル（例：カリフォルニア州）において、地方政府機関（CPUC※）が主導
する形で、グリッドの現代化に係る技術革新や新しいビジネスモデルの事業化等の議論を電力会
社と行い、スマートグリッド化の普及に取組んでいる。
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